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猛
暑
の
続
く

中
、
１
０
０
回

目
の
全
国
高
校

野
球
が
甲
子
園

   （１） 
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球
場
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
毎
年

こ
の
暑
い
時
期
の
大
会
に
違
和

感
を
覚
え
て
い
た
が
、
天
気
予

報
な
ど
で
は
「
運
動
は
危
険
」

な
ど
と
連
日
報
道
さ
れ
て
い

た
。
夏
休
み
期
間
中
に
し
か
開

催
出
来
な
い
の
は
理
解
で
き

る
。
し
か
し
現
在
は
多
く
の
ド

ー
ム
球
場
が
存
在
す
る
。
炎
天

下
で
試
合
を
行
う
必
要
が
あ
る

の
か
？
甲
子
園
球
場
に
こ
だ
わ

ら
な
く
て
も
良
い
の
で
は
な
い

か
▼
敗
戦
が
許
さ
れ
な
い
大
会

の
性
格
上
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
続

投
や
連
投
な
ど
、
メ
ジ
ャ
ー
リ

ー
グ
の
ス
カ
ウ
ト
に
「
児
童
虐

待
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
通
り
だ
と
思
う
。
高
校
野

球
が
教
育
の
一
環
で
あ
る
な
ら

ば
、「
勝
利
至
上
主
義
」
で
は
な

く
、「
ア
ス
リ
ー
ト
・
フ
ァ
ー
ス

ト
」
の
視
点
か
ら
も
、
世
界
大

会
な
ど
で
採
用
さ
れ
て
い
る
、

連
投
の
禁
止
や
投
球
数
の
制
限

な
ど
改
善
す
る
余
地
は
あ
る
の

で
は
な
い
か
▼
現
在
の
甲
子
園

大
会
が
高
校
球
児
の
た
め
の
大

会
に
な
っ
て
い
る
の
か
？
次
回

の
大
会
に
向
け
て
、
大
会
の
あ

り
方
を
真
剣
に
再
考
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
‼
（
Ｉ
） 
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核
兵
器
禁
止
条
約
の 

早
期
批
准
を
！ 

 

 

 

 

 

 

 

 「命あるうちに 

核兵器のない世界を」 

 
 

 

ヒロシマ・ナガサキ熱い夏 

 

 

 

 

「
７
３
年
前
ア
メ
リ
カ
が
投
下

し
た
原
子
爆
弾
は
、
広
島
と
長

崎
に
か
つ
て
人
類
が
体
験
し
た

こ
と
の
な
い
惨
劇
を
も
た
ら
し

た
。
２
つ
の
都
市
は
瞬
時
に
し

て
壊
滅
し
、
そ
の
年
の
う
ち
に

２
１
万
も
の
人
々
の
命
が
奪
わ

れ
た
。
か
ろ
う
じ
て
命
を
つ
な

い
だ
被
爆
者
も
放
射
線
な
ど
に

よ
る
後
遺
症
に
苦
し
め
ら
れ
て

き
た
。
破
壊
的
で
非
人
道
的
な

結
末
を
も
た
ら
す
核
兵
器
は
、

い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
も
再

び
使
用
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

一
刻
も
早
く
完
全
に
廃
絶
す
る

た
め
に
行
動
す
る
こ
と
を
呼
び

か
け
る
」
―
こ
れ
は
、
原
水
爆

禁
止
２
０
１
８
世
界
大
会
で
の

国
際
会
議
宣
言
の
冒
頭
で
す
。 

 

今
年
の
原
水
禁
大
会
は
８
月

４
日
～
６
日
に
広
島
で
開
催
さ

れ
、
中
央
区
原
水
協
の
団
長
と

し
て
晴
海
支
部
の
飯
田
支
部
長

が
参
加
。
同
じ
日
程
で
広
島
入

り
し
た
中
央
本
部
の
日
巻
委
員

長
と
吉
田
中
執
も
大
会
初
日
に

参
加
し
、
核
兵
器
の
廃
絶
に
向 

 

５
日
は
、
ピ
ー
ス
サ
イ
ク
ル

の
到
着
集
会
に
参
加
。
午
後
か

ら
広
島
原
爆
資
料
館
を
見
学
し

た
日
巻
委
員
長
ら
は
、
原
爆
の

実
相
を
目
の
当
た
り
に
し
、
あ

ら
た
め
て
原
水
爆
禁
止
・
完
全

な
廃
絶
へ
向
け
た
運
動
へ
の
決

意
を
か
た
め
ま
し
た
。 

 

「
原
爆
の
慰
霊
碑
め
ぐ
り
」

で
は
、
広
島
被
団
協
の
平
和
学

習
講
師
で
郵
政
Ｏ
Ｂ
の
隆
杉
晃

さ
ん
（
元
郵
産
労
広
島
中
央
支

部
）
の
案
内
で
平
和
公
園
内
に

あ
る
碑
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。
碑

め
ぐ
り
に
は
地
元
広
島
の
組
合

員
や
Ｏ
Ｂ
と
と
も
に
神
戸
中
央

の
若
い
組
合
員
ら
も
参
加
。
韓

国
人
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
碑
・
原

爆
供
養
塔
・
原
爆
の
子
の
像
な

ど
を
隆
杉
さ
ん
の
詳
し
い
説
明

で
、
犠
牲
者
の
多
く
が
学
生
や

子
ど
も
た
ち
だ
っ
た
こ
と
が
浮

き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
碑
め

ぐ
り
の
最
後
に
広
島
郵
便
局
慰

霊
の
碑
を
訪
れ
、
女
性
部
が
つ

く
っ
た
折
鶴
を
日
巻
委
員
長
の

手
で
献
納
し
ま
し
た
。 

「
殉
職
の
碑
」
と
書
か
れ
た

こ
の
碑
は
、
原
爆
投
下
直
下
に

当
時
あ
っ
た
広
島
郵
便
局
で
亡

く
な
っ
た
２
８
８
名
を
追
悼
す

る
た
め
、
広
島
中
央
郵
便
局
の

有
志
が
建
立
し
た
も
の
で
す
。

当
時
の
局
員
の
多
く
は
女
性
だ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

「
命
あ
る
う
ち
に
核
兵
器
の

な
い
世
界
を
」
と
の
被
爆
者
の

願
い
に
こ
た
え
、
核
兵
器
廃
絶

へ
向
け
た
運
動
を
若
い
人
た
ち

に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
大
切
で

す
。
政
府
に
対
し
て
も
核
兵
器

禁
止
条
約
の
批
准
を
求
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

  

け
た
思
い
を
共
有
し
ま
し
た
。 

 

５
日
は
、
ピ
ー
ス
サ
イ
ク
ル

の
到
着
集
会
に
参
加
。
午
後
か

ら
広
島
原
爆
資
料
館
を
見
学

し
た
日
巻
委
員
長
ら
は
、
原
爆

の
実
相
を
目
の
当
た
り
に
し
、

あ
ら
た
め
て
原
水
爆
禁
止
・
完

全
な
廃
絶
へ
向
け
た
運
動
へ

の
決
意
を
か
た
め
ま
し
た
。 

「
原
爆
の
慰
霊
碑
め
ぐ
り
」
で

は
、
広
島
被
団
協
の
平
和
学
習

講
師
で
郵
政
Ｏ
Ｂ
の
隆
杉
晃

さ
ん
（
元
郵
産
労
広
島
中
央
支

部
）
の
案
内
で
平
和
公
園
内
に

あ
る
碑
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。
碑

め
ぐ
り
に
は
地
元
広
島
の
組

合
員
や
Ｏ
Ｂ
と
と
も
に
神
戸

中
央
の
若
い
組
合
員
ら
も
参

加
。
韓
国
人
原
爆
犠
牲
者
慰
霊

碑
・
原
爆
供
養
塔
・
原
爆
の
子

の
像
な
ど
を
隆
杉
さ
ん
の
詳

し
い
説
明
で
、
犠
牲
者
の
多
く

が
学
生
や
子
ど
も
た
ち
だ
っ

た
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り

ま
し
た
。
碑
め
ぐ
り
の
最
後
に

広
島
郵
便
局
慰
霊
の
碑
を
訪

れ
、
女
性
部
が
つ
く
っ
た
折
鶴

を
日
巻
委
員
長
の
手
で
献
納

し
ま
し
た
。 

「
殉
職
の
碑
」
と
書
か
れ
た

こ
の
碑
は
、
原
爆
投
下
直
下
に

当
時
あ
っ
た
広
島
郵
便
局
で

亡
く
な
っ
た
２
８
８
名
を
追

悼
す
る
た
め
、
広
島
中
央
郵
便

局
の
有
志
が
建
立
し
た
も
の

で
す
。
当
時
の
局
員
の
多
く
は

女
性
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。 

「
命
あ
る
う
ち
に
核
兵
器

の
な
い
世
界
を
」
と
の
被
爆
者

の
願
い
に
こ
た
え
、
核
兵
器
廃

絶
へ
向
け
た
運
動
を
若
い
人

た
ち
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
大

切
で
す
。
政
府
に
対
し
て
も
核

兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
を
求

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

あ
る
碑
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。
碑

め
ぐ
り
に
は
地
元
広
島
の
組

合
員
や
Ｏ
Ｂ
と
と
も
に
神
戸

中
央
の
若
い
組
合
員
ら
も
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加
。
韓
国
人
原
爆
犠
牲
者
慰
霊

碑
・
原
爆
供
養
塔
・
原
爆
の
子

の
像
な
ど
を
隆
杉
さ
ん
の
詳

し
い
説
明
で
、
犠
牲
者
の
多
く

が
学
生
や
子
ど
も
た
ち
だ
っ

た
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り

ま
し
た
。
碑
め
ぐ
り
の
最
後
に

広
島
郵
便
局
慰
霊
の
碑
を
訪

れ
、
女
性
部
が
つ
く
っ
た
折
鶴

を
日
巻
委
員
長
の
手
で
献
納

し
ま
し
た
。 

「
殉
職
の
碑
」
と
書
か
れ
た

こ
の
碑
は
、
原
爆
投
下
直
下
に

当
時
あ
っ
た
広
島
郵
便
局
で

亡
く
な
っ
た
２
８
８
名
を
追

悼
す
る
た
め
、
広
島
中
央
郵
便

局
の
有
志
が
建
立
し
た
も
の

で
す
。
当
時
の
局
員
の
多
く
は

女
性
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。 

「
命
あ
る
う
ち
に
核
兵
器

の
な
い
世
界
を
」
と
の
被
爆
者

の
願
い
に
こ
た
え
、
核
兵
器
廃

絶
へ
向
け
た
運
動
を
若
い
人

た
ち
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
大

切
で
す
。
政
府
に
対
し
て
も
核

兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
を
求

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
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政府は被爆者の願いにこたえて 

 
ピースサイクルのメンバー 



                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

    
 

 

  

 

菅
野
さ
ん
の
後
を
受

け
て
執
行
委
員
に
な
り
ま

し
た
。
新
潟
県
出
身
、
１
８

才
で
渋
谷
の
特
定
郵
便
局

(

現
在
の
エ
リ
ア
局)

に
入

り
、
５
年
前
か
ら
葛
西
局
で

保
険
の
内
務
の
事
務
と
窓

口
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。 

金
融
職
場
の
情
報
を
積

極
的
に
伝
え
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。 

郵
便
職
場
の
事
は
分
か

ら
な
い
事
ば
か
り
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
勉
強
し
て
い
き

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

」  

６
５
歳
裁
判 

最
高
裁
判
決 

９
月
１
４
日
（
金
）
１
５
時 

に
決
定
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

最
高
裁
第
二
小
法
廷 

 
 
 

 
 
 

 

 

急
の
決
定
で
す
が
、
多
数
の
傍
聴 

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
！ 

（２） 

２０１８年 ９月 １日（土） 

年  月 日（ ） 第  号 

    

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

当
面
の
行
動
日
程 

９
月 

１
日 

第
１
回
支
部
長
会

議 

大
塚
東
部
区
民
事
務
所 

１
０
時 

９
月
１
７
日 

さ
よ
な
ら
原
発
全

国
集
会 

代
々
木
公
園 

１
２

時
３
０
分 

９
月
１
９
日 

こ
の
政
治
を
、
チ
ェ

ン
ジ
す
る
。
９
・
１
９
集
会 

日

比
谷
野
音 

１
８
時
３
０
分 

９
月
２
０
日 

東
京
地
評
争
議
支

援
行
動 

郵
政
２
０
条
裁
判

で
本
社
へ
の
要
求
行
動 

１

４
時 

９
月
２
５
日 

郵
政
２
０
条
裁
判

控
訴
審 

高
裁
８
２
２
法
廷 

 

１
５
時 

１
０
月
１
０
日 

全
労
協
東
京
総

行
動 

１
０
月
１
４
日 

地
本
レ
ク 

 
 

 
 
 
 

 

 
ること、非正規労働者の格差是正について、労契法 20 条裁判での地裁判決を生

かし、組合交渉で格差是正の制度改正をかちとることの重要性が訴えられました。 

 銀座郵便局では、さらに仲間が増え 30 人での宣伝活動となりました。この日、

各職場でのビラ配布行動を行ってから銀座局の行動に集まった組合員からの連帯の

あいさつをはじめ、銀座支部の春闘のとりくみの報告がありました。参加者全体で

18 春闘勝利のシュプレヒコールを行い、本社前集会と院内集会へ合流しました。こ

の後、葛飾新宿局での宣伝行動の予定となっていましたが、雨天荒天のため断念し、

場所を移し地方の仲間も合流し春闘勝利！大交流会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新役員 自己 紹介  よろしく！ 

  冨田良子 さん 
          東京特定局支部 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

労契法２０条裁判結審

へ！ 

東日本  ９月２５日 

西日本 １０月１９

日 

東日本裁判 第５回控訴審（結審） 

  ９月２５日（火）１５：００ 

   東京高裁８２２号法廷 

 

西日本裁判 第２回控訴審（結審） 

 １０月１９日（金）１１：００ 

大阪高裁８２号法廷 

10月 14日（日）8：00 

新宿郵便局前発 

 
 東京地本は、組合員のご要望にお応えし「秋のバス

ツアー」を企画しました。 

先着 40 名となっています。早めの申し込みをお願い

します。 

行程）新宿郵便局前7：50集合 

8：00出発－高速ＳＡ休憩 

10：30山梨ワイナリ見学・試飲  

11：30「見晴し園」季節の果実狩り（ぶどう・

リンゴ）と 

昼食（ほうとう鍋など） 

16：00立ち寄り湯（ほったらかし温泉） 

  18：00新宿着予定（高速ＳＡ休憩含む）    

参加費） 一人 6000円 

 

ワイン・山梨の味覚・温泉 

地本レクバスツアー 
 

2018秋を 

みんなで楽しもう！ 

 

 

東
日
本
第
４
回
控
訴
審
（
弁
論
）

は
８
月
２
日
で
結
審
の
予
定
で
し

た
が
、
当
日
に
被
告
側
か
ら
裁
判

の
進
行
に
関
す
る
「
上
申
書
」
が

提
出
さ
れ
延
期
に
な
り
ま
し
た
。

次
回
９
月
２
５
日
で
結
審
と
な
り

ま
す
。 

ま
た
、
西
日
本
裁
判
は
７
月
２

５
日
に
大
阪
高
裁
で
第
一
回
弁
論

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。 

東
西
両
裁
判
は
次
回
で
結
審
と

な
り
年
内
の
判
決
が
予
想
さ
れ
ま

す
。 次

回
の
傍
聴
と
更
な
る
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。 

裁判終了後の報告集会 ８月２日 



 


